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ジ
ョ
イ
ス
の『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』を

読
み
解
く�

通
信
教
育・猪
野 

恵
也
准
教
授

食
料
確
保
と
再
生
医
療
を
目
的
に
魚
を

研
究�

生
物
資
源
科・森
友 

忠
昭
准
教
授

　

猪
野
准
教
授
の
研
究
テ
ー

マ
は
、
英
語
で
書
か
れ
た
ジ

ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
の『
ユ

リ
シ
ー
ズ
』
と
『
フ
ィ
ネ
ガ

ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
の
読
み

と
研
究
お
よ
び
ア
ン
グ
ロ
・

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
文
学
の
研
究

の
２
つ
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生

ま
れ
の
ジ
ョ
イ
ス
（
１
８
８

２
～
１
９
４
１
年
）
は
20
世

紀
の
最
も
重
要
な
作
家
の
一

人
と
さ
れ
、
彼
の
書
い
た
小

説
の
中
で
最
も
知
ら
れ
て
い

る
作
品
が
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』

（
１
９
２
２
年
）
で
あ
り
、

ま
た
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ

ェ
イ
ク
』は『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』

刊
行
後
に
発
表
さ
れ
た
難
解

な
小
説
。

挿
話
で
異
な
る
文
体

　
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
は
平
凡

な
広
告
取
り
の
中
年
男
性
と

そ
の
妻
、
さ
ら
に
こ
の
男
性

と
の
精
神
的
な
つ
な
が
り
を

感
じ
さ
せ
る
文
学
青
年
を
主

人
公
に
、
た
っ
た
一
日
、
そ

れ
も
１
９
０
４
年
６
月
16
日

と
い
う
特
定
の
日
の
朝
か
ら

夜
ま
で
の
出
来
事
を
描
く
。

ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
で

８
０
０
㌻
以
上
（
日
本
語
翻

訳
本
は
全
４
巻
）
に
お
よ
ぶ

こ
の
長
編
は
「
18
の
挿
話

（
章
）
か
ら
成
っ
て
い
て
各

挿
話
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
文

体
で
書
か
れ
る
一
方
、
ク
ロ

ス
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
必
要
と

す
る
な
ど
、
と
に
か
く
読
む

の
が
非
常
に
難
し
い
小
説
」

と
猪
野
准
教
授
は
話
す
。

　

同
書
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

叙
事
詩
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ

ア
』
を
下
敷
き
に
書
か
れ
て

お
り
相
互
の
関
係
を
読
み
解

く
（
ク
ロ
ス
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
）
難
し
さ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
一
人
称
で
書
か
れ
た

挿
話
が
あ
っ
た
り
戯
曲
形
式

が
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
文

体
の
こ
う
し
た
違
い
が
読
み

解
く
の
を
一
層
難
し
く
し
て

い
る
と
強
調
す
る
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
小
説
の
舞
台

と
な
る
ダ
ブ
リ
ン
（
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
首
都
）
に
関
し
て

は
、
通
り
の
名
称
、
番
地
な

ど
を
調
べ
尽
く
し
て
当
時
の

町
の
た
た
ず
ま
い
を
念
頭
に

読
む
と
い
う
、
特
殊
な
読
み

解
き
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
程
度
は
序
の
口
。

住
居
の
間
取
り
と
か
、
文
中

に
や
か
ん
が
出
て
く
れ
ば
、

そ
の
色
、
形
、
素
材
や
ド
ア

の
鍵
の
形
状
に
至
る
ま
で
精

細
に
調
べ
、
極
端
な
リ
ア
リ

ズ
ム
で
読
ん
で
初
め
て
〝
読

ん
だ
〟
こ
と
に
。
そ
の
た
め

に
は
当
時
の
ダ
ブ
リ
ン
の
新

聞
な
ど
を
探
し
出
し
、
広
告

イ
ラ
ス
ト
な
ど
か
ら
形
状
を

割
り
出
す
と
い
っ
た
作
業
が

必
要
に
な
る
」

　

そ
ん
な
厄
介
な
小
説
を

「
ジ
ョ
イ
ス
自
身
は
楽
し
ん

で
書
い
た
の
で
は
な
い
か
」

と
見
る
猪
野
准
教
授
だ
が
、

大
学
で
は
英
詩
を
専
攻
、
卒

論
の
テ
ー
マ
は
ロ
マ
ン
派
の

詩
人
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ツ
だ
っ

た
。
そ
れ
が
、
大
学
院
時
代

に
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
出
会

っ
て
衝
撃
を
受
け
て
以
来
、

「
中
毒
に
な
っ
た
」と
笑
う
。

　

同
准
教
授
が
『
ユ
リ
シ
ー

ズ
』
以
上
に
ラ
ジ
カ
ル
な
作

品
に
挙
げ
る
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン

ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
は
英
語
を

ベ
ー
ス
に
独
、
仏
、
伊
な
ど

40
カ
国
以
上
の
言
語
が
用
い

ら
れ
て
お
り
、
日
本
語
も
登

場
す
る
。
内
容
的
に
も
各
登

場
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
存

在
の
象
徴
で
あ
る
な
ど
複
雑

で
、「
１
行
が
５
通
り
に
も

６
通
り
に
も
解
釈
で
き
る
た

め
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
読
み

終
え
る
か
分
か
ら
な
い
」。

　

２
つ
目
の
ア
ン
グ
ロ
・
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
文
学
の
研
究
で

は
、
と
り
わ
け
ジ
ョ
イ
ス
と

同
時
代
作
家
の
サ
マ
ー
ヴ
ィ

ル
＆
ロ
ス
（
エ
デ
ィ
ス
・
サ

マ
ー
ヴ
ィ
ル
と
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ロ
ス
の
共
同
筆
名
）
の

小
説
に
着
目
し
、『
ユ
リ
シ

ー
ズ
』
と
の
比
較
研
究
を
行

っ
て
い
る
。

　

授
業
で
は
英
米
文
学
を
広

く
浅
く
教
え
る
。
通
信
教
育

部
は
一
つ
の
教
室
に
18
歳
か

ら
80
歳
前
後
ま
で
幅
広
い
年

齢
の
学
生
が
集
い
、
教
室
は

前
列
か
ら
埋
ま
っ
て
い
く
と

い
う
。
そ
ん
な
、
学
部
と
は

異
な
る
環
境
に
、「
い
つ
も

学
生
さ
ん
の
熱
意
を
感
じ
て

授
業
を
し
て
い
る
。
下
調
べ

を
し
っ
か
り
し
て
、
授
業
開

始
の
５
分
前
に
は
教
室
に
行

く
よ
う
心
掛
け
て
い
る
」
と

同
准
教
授
。

新
た
な
研
究
に
着
手

　
「『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ

イ
ク
』
は
読
み
解
く
の
に
ま

だ
ま
だ
時
間
を
要
す
る
た
め

私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り

そ
う
。『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
は

背
景
調
べ
が
残
っ
て
い
る

が
、
解
釈
の
方
は
二
十
年
来

の
研
究
で
ほ
ぼ
や
り
尽
く
し

た
」
と
話
す
猪
野
准
教
授
は

新
た
に
、文
学
を「
消
費
物
」

と
し
て
捉
え
る
研
究
に
乗
り

出
し
た
。

　

猪
野
　
恵
也
（
い
の
・

け
い
や
）
平
成
６
年
愛
知

大
学
文
学
部
卒
。
11
年
日

本
大
学
文
学
研
究
科
英
文

学
専
攻
単
位
取

得
満
期
退
学
。

日
本
工
業
大
学
、
本
学
法

学
部
・
文
理
学
部
の
非
常

勤
講
師
を
務
め
た
後
、
15

年
通
信
教
育
部
専
任
講

師
。
18
年
助
教
授
。
19
年

か
ら
現
職
。
日
本
英
文
学

会
、
日
本
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ジ
ョ
イ
ス
協
会
な
ど
に
所

属
。共
著
に「
イ

ギ
リ
ス
小
説
の

探
求
―Explorations

―
」（
日
本
大
学
イ
ギ
リ

ス
小
説
研
究
会
編
）
が
あ

る
。静
岡
県
出
身
。41
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

森
友
　
忠
昭
（
も
り
と

も
・
た
だ
あ
き
）
昭
和
59

年
日
本
大
学
農
獣
医
学
部

獣
医
学
科
卒
。
同
大
学
博

士
前
期
獣
医
学

研
究
科
獣
医
学

専
攻
修
了
後
、
平
成
２
年

に
博
士
後
期
大
学
院
獣
医

学
研
究
科
獣
医
学
専
攻
修

了
。
農
獣
医
学
部
助
手
、

農
獣
医
学
部
・
生
物
資
源

科
学
部
専
任
講
師
を
経
て

准
教
授
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）

の
実
験
動
物
委

員
会
委
員
。
共

著
と
し
て
「
魚
病
学
」（
緑

書
房
）
な
ど
。
休
日
の
午

後
は
自
転
車
で
周
遊
。
福

岡
県
出
身
、
52
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

文
章
の
解
読
と
背
景
調
べ

同
時
代
作
家
の
作
品
と
の
比
較
も

　

獣
医
学
科
に
所
属
し
て
お

り
、
動
物
の
医
療
を
通
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
獣

医
学
の
中
で
も
専
門
分
野
は

応
用
獣
医
学
で
、
そ
の
対
象

動
物
は
魚
類
。
現
在
の
世
界

人
口
は
約
70
億
人
で
、
40
年

後
に
は
93
億
人
に
な
る
と
い

わ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
食
料

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
食

料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
魚
肉
タ

ン
パ
ク
を
作
る
た
め
に
、
最

近
は
養
殖
魚
の
生
産
が
世
界

的
に
増
え
て
き
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
魚
に
発
生
す

る
病
気
が
原
因
で
養
殖
に
被

害
が
出
て
お
り
、
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
安
定
的

な
魚
の
生
産
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
養
殖
魚
を
最
大
限
に
活
用

す
る
た
め
に
は
「
養
殖
魚
を

疾
病
か
ら
守
る
の
が
、
獣
医

学
の
ひ
と
つ
の
役
割
、
使
命

で
あ
る
」
と
考
え
る
森
友
准

教
授
。
そ
こ
で
、
研
究
テ
ー

マ
の
１
つ
と
し
て
「
魚
の
病

気
か
ら
体
を
守
る
免
疫
の
仕

組
み
」
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

養
殖
魚
の
病
気
は
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
に

よ
る
も
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
の

研
究
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

魚
の
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
研

究
で
は
、
基
本
的
に
人
も
魚

も
脊
椎
動
物
で
あ
り
共
通
祖

先
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
体
を

守
る
仕
組
み
も
似
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
人
間
は
ヘ
ル
パ

ー
Ｔ
細
胞
（
免
疫
反
応
の
司

令
塔
的
な
も
の
）
が
免
疫
制

御
を
行
っ
て
い
る
が
、
魚
に

も
あ
る
ヘ
ル
パ
ー
Ｔ
細
胞
の

機
能
が
ど
の
よ
う
に
働
く

か
、
機
能
を
解
析
す
る
こ
と

で
魚
の
体
を
守
る
仕
組
み
を

調
査
す
る
も
の
だ
。

再
生
医
療
に
役
立
て
る

　

も
う
１
つ
は
ク
ロ
ー
ン
ギ

ン
ブ
ナ
を
用
い
て
の
研
究
。

日
本
に
広
く
生
息
す
る
ギ
ン

ブ
ナ
に
は
ク
ロ
ー
ン
生
殖
を

行
う
系
統
が
あ
り
、
そ
の
系

統
は
メ
ス
し
か
存
在
せ
ず
、

雌
性
生
殖
で
子
孫
を
残
す
。

あ
る
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
魚

は
す
べ
て
母
親
と
同
じ
遺
伝

形
質
を
持
ち
、
ク
ロ
ー
ン
ギ

ン
ブ
ナ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
研
究
は
再
生
医
療
モ

デ
ル
を
目
的
と
し
て
い
る
。

「
魚
は
基
本
的
に
人
と
似
た

臓
器
の
組
成
や
細
胞
の
構
成

を
持
っ
て
お
り
、
人
に
比
べ

て
再
生
力
が
非
常
に
強
く
、

心
筋
や
神
経
な
ど
も
容
易
に

に
拒
絶
反
応
が
起
こ
る
。
と

こ
ろ
が
、
遺
伝
形
質
が
同
じ

ク
ロ
ー
ン
の
魚
同
士
な
ら
移

植
は
可
能
で
拒
絶
反
応
も
起

こ
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
幹
細

胞
移
植
な
ど
で
幹
細
胞
を
定

着
さ
せ
て
目
的
の
細
胞
を
作

り
出
す
試
み
を
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
血
液
を
作
る

基
の
細
胞
で
あ
る
造
血
幹
細

胞
を
Ａ
の
魚
か
ら
Ｂ
に
移
植

し
て
Ｂ
で
造
血
が
起
こ
れ
ば

造
血
幹
細
胞
が
取
れ
た
こ
と

に
な
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
移
植
実
験
を

進
め
る
た
め
、
魚
に
ク
ラ
ゲ

の
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
遺
伝
子

を
取
り
入
れ
、
体
の
す
べ
て

の
細
胞
が
光
る
「
発
光
ク
ロ

ー
ン
ギ
ン
ブ
ナ
」
を
作
製
。

こ
の
光
る
遺
伝
子
に
よ
り
、

Ａ
か
ら
Ｂ
へ
の
幹
細
胞
移
植

で
幹
細
胞
が
ど
こ
に
定
着
し

ど
の
よ
う
に
分
裂
し
て
再
生

し
て
い
く
か
を
「
可
視
化
」

で
き
、
再
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

森
友
准
教
授
は
「
魚
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ
の
よ
う

な
２
つ
の
テ
ー
マ
を
中
心
に

人
々
の
将
来
の
安
定
、
安
心

に
つ
な
が
る
研
究
を
日
々
続

け
て
い
る
。　

科
学
的
な
思
考
が
大
切

　

研
究
室
に
は
同
学
科
４
～

６
年
生
約
30
人
が
所
属
し
、

学
生
も
魚
の
免
疫
や
再
生
医

療
を
研
究
し
て
い
る
。
学
生

た
ち
は
３
カ
月
～
半
年
に
一

度
、
成
果
報
告
を
行
っ
て
次

の
研
究
段
階
に
進
み
、
中
に

は
国
際
学
会
に
参
加
す
る
学

生
も
い
る
。
卒
業
後
は
約
半

数
が
開
業
獣
医
師
に
な
り
、

残
り
は
国
家
・
地
方
公
務
員

と
な
っ
て
食
品
安
全
や
動
物

の
健
康
を
守
る
仕
事
に
就
く

と
い
う
。「
学
生
の
間
に
科

学
の
楽
し
さ
や
科
学
的
な
思

考
能
力
、
発
想
力
を
身
に
つ

け
て
、
将
来
、
獣
医
師
と
し

て
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。
公
務
員
関
係
の
仕
事

で
も
科
学
的
な
思
考
を
ベ
ー

ス
に
物
事
を
考
え
る
姿
勢
は

基
本
的
に
同
じ
で
す
」。

　

現
在
は
「
宇
宙
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
で
メ
ダ
カ
を
飼
育
す

る
と
い
う
、
宇
宙
に
お
け
る

魚
を
使
っ
た
実
験
に
も
携
わ

っ
て
い
る
。
休
む
間
も
惜
し

ん
で
研
究
を
続
け
る
森
友
准

教
授
の
息
抜
き
は
休
日
の
睡

眠
と
い
う
が
、
最
近
は
自
転

車
で
江
ノ
島
周
辺
を
回
り
、

健
康
維
持
を
図
っ
て
い
る
。

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

　

人
の
場
合
は
肝
臓
な
ど
の

臓
器
移
植
を
行
う
と
一
般
的

再
生
で
き
る
た
め
、
そ
の
性

質
を
利
用
し
、
人
の
再
生
医

療
に
役
立
つ
モ
デ
ル
と
し
て

一日中研究していることが楽しいと、まさに研
究一筋の森友准教授研究室で自著（共著）を手に取る猪野准教授

「英米文学演習」の授業で講義する猪野准教
授（１号館２０１講堂で）

院生の山口卓哉さん（中央）が世界比
較免疫学会の優秀賞を受賞

養殖魚の免疫システムを調査
宇宙でのメダカ飼育にも携わる

クローンギンブナで再生のメカニズムを解析


